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AE 計測結果から，線虫接種木では，接種後約 2週間で接種前 3日間（コントロール期）の平
均事象数の 800倍以上に AE発生が急増し，AE急増期には cavitationの蓄積・合体が原因と思
われる高振幅の AE が検出されることが確認された．乾燥木では，乾燥経過とともに AE 事象数
が増加し，AE事象数が最も多くなるピーク日には，線虫接種木のピーク日の約 4.5倍の AEが発
生し，AE増大期には線虫接種木よりも約 10dB最大振幅値の大きい AEが検出された．線虫接種









る AE の事象数とパラメータに明確な違いが確認され，AE 法による非破壊的な通水阻害の評価
が有効であることが示唆された． 
 
